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各 位 

 

「いよ一次産業未来ファンド」の投資第 1弾として 2社に出資！ 
 

株式会社伊予銀行（頭取 佐賀山 隆)は、日本政策金融公庫（以下「公庫」）との共同出資で組成す

る「いよ一次産業未来ファンド」による第 1弾となる投資先としてノウタス株式会社（東京都港区、代

表取締役 髙橋 明久様）、株式会社ミライ菜園（愛知県名古屋市昭和区、代表取締役 畠山 友史様）

に出資しましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

本ファンドは国が定める「農林漁業法人等投資育成制度」に基づいて組成しており、本件は同制度で

地域金融機関と公庫が共同組成したファンドの中で農業系スタートアップに対して出資した国内初の

案件となります。 

当行は、今後も地域の主要産業である農林漁業者のみならず、周辺産業へファンドからの成長資金の

提供等を通じて、地域の農林漁業および食品産業の持続的な成長発展に取り組んでまいります。 

 

記 

 

○ノウタス株式会社 

所 在 地 東京都港区南青山二丁目 15 番 5 号 FARO 青山 1階 

設 立 2022 年 4月 

業 種 
農業分野の新規事業開発、ぶどう OS の研究開発、アグリテインメントおよびコンサル

ティング事業 

事業内容 

・AI・データを活用し、ぶどう栽培の省力化・再現性向上を目指す「ぶどう OS」の研究

開発および社会実装 

・農業を生活者・企業・地域が参加できる体験価値へと転換する「アグリテインメント」

事業 

・企業・自治体向けの農業分野における新規事業開発、政策連携、実証事業支援および

コンサルティング 

出 資 日 2026 年 6月 30 日 

出資形態 第三者割当による株式の引受 

 

○株式会社ミライ菜園 

所 在 地 名古屋市昭和区鶴舞一丁目 2番 32号 

設 立 2019 年 5月 

業 種 病害虫発生予報等、農業に関わる AI サービスの開発・提供 

事業内容 

・「農家の経営リスクを最小化する」をミッションに、病害虫予報・診断など農業に関

わる AI サービスを開発・提供 

・独自の病害虫発生履歴データと気象データを活用し、AI による病害虫発生予測アプリ

「TENRYO（テンリョウ）」の提供 

・適切な防除タイミングの提案と農薬使用量削減を両立する、農家の経営リスク最小化

に向けたソリューションの展開 

出 資 日 2026 年 6月 30 日 

出資形態 第三者割当による株式の引受 

 

以 上 

【本件に関するお問い合わせ】伊予銀行地域創生部（担当:石川・吉見・小野（健）） TEL（089）907-1074 

ＮＥＷＳ ＲＥＬＥＡＳＥ 

https://www.iyobank.co.jp/press-release/2025/__icsFiles/afieldfile/2025/10/31/25-190.pdf


 

別 紙 

 

〇地域活性化事業ブランド「Future Design Lab」について 

当行は地域活性化に向けた取組みについて、「地域の未来を描き、新しい価値を創造する」

という Mission のもと、事業ブランド「 Future
フューチャー

 Design
デ ザ イ ン

 Lab
ラ ボ

 」を立ち上げました。 

新たな旗印の下、多様化・複雑化する地域課題に向き合い、地域の皆さんとともに持続可

能な地域の産業やまちづくりに取り組んでまいります。 

 

【事業ブランドロゴ】 


